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研究成果の概要（和文）：文献検討、高齢糖尿病患者を対象としたセルフケアに関する研究からアセスメント項
目・指標の抽出、熟練看護師を対象とした高齢糖尿病患者のアセスメントに関する質的研究結果をふまえ、「高
齢糖尿病患者のセルフケア支援のためのアセスメントツール」を作成した。
これは4つの療養法セルフケアの取り組み程度を評価する20項目、12のセルフケア関連要因を評価する57項目で
構成され計77項目とした。専門家による内容妥当性の評価を得て重複項目の削除や設問修正を行い、取り組み程
度を評価する16項目、関連要因を評価する38項目の計54項目のアセスメントツールに改訂した。今後、患者アセ
スメントで試用し信頼性・妥当性を検証する。

研究成果の概要（英文）：The assessment items and indicators were drawn from a literature review and 
self-care studies of older adult patients. Additionally, a qualitative study of the assessment of 
older adult patients was conducted with expert nurses. From the findings, an “Assessment Tool to 
Support Self-Care of Older Adult Patients with Diabetes” was developed. 
The tool comprised 20 items assessing the level of engagement in self-care for four treatments and 
57 items assessing 12 factors related to self-care, constituting a total of 77 items. Content 
validity was assessed by experts, duplicate items were deleted, and the questions were modified. As 
a result, the assessment tool was revised to include 16 items assessing the level of self-care 
engagement and 38 items assessing self-care-related factors, for a total of 54 items. The 
reliability and validity of the tool will be tested in future patient assessments.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、先行研究ではみられない高齢糖尿病患者のセルフケアの課題や関連する要因に焦点を当てたアセスメ
ントツールの開発であり、先駆的である。さらに、療養法のセルフケアのみならず、安寧を感じ自分らしく生き
るといったセルフケアにも焦点を当てたアセスメントツールであり、包括的で患者のQOL維持・向上にもつなが
るものであるため意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
糖尿病患者は高齢者において割合が高く（厚生労働省, 2020）、今後、高齢糖尿病患者がさら
に増加することが予測される。高齢糖尿病患者では、高齢以外の者よりも多くの要因が関連し、
療養法のセルフケアが困難となりやい（中村, 2014）。また、高齢糖尿病患者は治療を厳守する
ことで生活の楽しみの減少（内海ら, 2006）、生きる支えや希望がない（Miyawaki et al., 2016）
状況にある者もいる。このことから、高齢糖尿病患者は生命や健康維持のための療養法のセルフ
ケアのみならず、安寧を感じ自分らしく生きるというセルフケアも困難となりやすい。そのため、
高齢糖尿病患者に特徴的なセルフケアの課題や関連する要因を考慮したうえで、療養法および、
安寧を感じながら自分らしく生きるためのセルフケアの支援が求められる。 
近年、日本糖尿病学会と日本老年医学会の合同委員会により、高齢糖尿病患者の血糖コントロ
ール目標や診療ガイドライン（2017）が作成され、高齢者の特徴を考慮した治療の重要性が高ま
っている。看護においても、高齢者の特徴を考慮したセルフケア支援が求められるが、そのため
には患者の状況を適切にアセスメントすることが重要である。 
糖尿病患者のアセスメントに関する研究では、セルフケアを査定する尺度（Fu et al.,2013;  

2008; 清水ら, 2011）、糖尿病自己管理教育アルゴリズム（河口ら, 2005）などがあるが、高齢糖
尿病患者に特徴的なセルフケアの課題や関連する要因を捉えていない。また、高齢糖尿病患者に
焦点を当てたセルフケアを査定する尺度やアセスメントツールはみられない。そのため、高齢糖
尿病患者に特徴的なセルフケアの課題や関連する要因を考慮したアセスメントツールの開発が
求められる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、高齢糖尿病患者のセルフケアを支援するためのアセスメントツールを開発
することである。以下に、3つの研究プロセスごとの具体的目標を記す。 
（1）高齢糖尿病患者のセルフケアの実際に関する研究データおよび文献検討より、セルフケア 
の課題および関連する要因のアセスメント項目・指標を抽出する。 
（2）高齢糖尿病患者のセルフケア支援のための熟練看護師のアセスメントについて、明らかに 
する。 
（3）（1）、（2）の研究結果を統合させ、高齢糖尿病患者のセルフケアを支援するためのアセス 
メントツールを作成し、その内容妥当性の評価を行う。 
※用語の定義 
本研究では「セルフケア」を、糖尿病の療養法の自己管理および、安寧を感じながら自分 
らしく生きるための患者自身の取り組み、と定義した。 

 
３．研究の方法 
以下の 3つの研究プロセスで実施した。 
（1）高齢糖尿病患者のセルフケアの実際に関する研究データおよび、文献検討からのアセスメ 
ント項目・指標の抽出 
 高齢糖尿病患者のセルフケアの実際に関する研究（山岸,2022,2023）データおよび、データベ
ース（MEDLINE、CINAL、医中誌）で、高齢者 、糖尿病、セルフケア、自己管理、アセスメント、
尺度といった用語を用いて検索したデータから、セルフケアの課題や関連する要因のアセスメ
ント項目・指標を抽出し、質的に分析し整理した。本研究は所属機関の研究倫理委員会の承認を
得て実施した。 
 
（2）「高齢糖尿病患者のセルフケア支援のための熟練看護師のアセスメントの明確化」のため 
の質的記述的研究 
研究対象者は糖尿病看護に携わる看護師で、外来個別相談やフットケア外来を担当している 8
名（うち 2名は病棟での看護実践との兼務）、病棟勤務の看護師 2名の計 10 名とした。データ収
集は 2022 年 3 月～12 月に半構造的インタビューを行った。インタビュー内容は、高齢糖尿病患
者のセルフケア課題、セルフケアの取り組み程度を判断する視点や基準、セルフケアに関連する
要因、注目する患者の言動や客観的データ、得た情報の解釈方法などであった。データ分析は質
的記述的方法に基づき行った。本研究は所属機関の研究倫理委員会の承認を得て実施した。 
 
（3）「高齢糖尿病患者のセルフケアを支援するためのアセスメントツール」の作成と評価 
①アセスメントツールの作成 
（1）、（2）の研究結果を統合し、高齢糖尿病患者のセルフケア支援のためのアセスメントツール
を作成した。アセスメント項目は、セルフケアの取り組み程度と、セルフケアに関連する要因で
構成した。セルフケアの取り組みでは、食事療法、運動療法、薬物療法、低血糖の療養法に関す
る取り組みとし、それぞれの取り組み程度を評価する項目とした。セルフケアに関連する要因の
項目は、要因ごとに評価項目を作成した。 



②アセスメントツールの評価 
作成した高齢糖尿病患者のセルフケア支援のためのアセスメントツールの専門家による内容
妥当性の評価を行った。研究対象者は糖尿病看護・高齢者看護に携わる専門家とした。データ収
集は 2023 年 12 月～2024 年 1 月に、質問紙調査およびインタビュー調査を行った。質問紙調査
では、アセスメントツールの各項目に対する専門家からの Item Level Content Validity Index
（以下 I-CVI）での評価を得た。項目毎に「妥当でない」～「妥当である」の 4 段階評価で回答
を得て「ほぼ妥当である」「妥当である」に評価した専門家の比率が 0.78 以上の場合に内容妥当
性が良好と判断した。インタビュー調査では、専門家からの回答理由や改善方法などの詳細な意
見を得るため、半構造的インタビューを行った。これらの結果をふまえアセスメントツールを改
訂した。本研究は所属機関の研究倫理委員会の承認を得て実施した。 
 
４．研究成果 
（1）「高齢糖尿病患者の自己管理の実際と支援ニーズ」に関する研究データ、および文献検討 
からのアセスメント項目・指標の抽出 
セルフケアの取り組み程度のアセスメント項目は、療養法ごとに整理できた。食事療法では、
栄養バランス・量・規則性、自分での取り組み、食べる楽しみ、飲酒、運動療法では、運動頻度・
時間・量、自分での取り組み、薬物療法では、確実な薬の服用・注射、適切な手技・方法、薬量
の自己調整、使用中の薬の把握、低血糖の出現頻度、夜間や無自覚低血糖の出現の有無、対策・
対処が見いだされた。 
セルフケアに関連する要因としては、経済状況、孤独感、身体・認知機能低下、知識、自己管
理の必要性の認識、ソーシャルサポート、負担感、生活の楽しみ、工夫や生活への組み込み、取
り組みの成果、食事作りの 11 項目が抽出された。また、要因ごとのアセスメント項目・指標を
抽出した。例として孤独感では、人との交流や外出頻度、飲酒や喫煙状況、甘い物のつまみ食い
や過食の有無、日々の生活の送り方や生活での楽しみ、テレビ鑑賞の時間、表情や活気、健康に
対する考えなどが見いだされた。 
 
（2）「高齢糖尿病患者のセルフケア支援のための熟練看護師のアセスメントの明確化」のため 
の質的記述的研究 
研究対象者の看護師の臨床経験平均年数は 25.7 年、糖尿病ケア経験平均年数は 14.8 年、認定
看護師 3名、療養指導士 5名であった。熟練看護師は【基盤となる関係性構築】として、《なん
でも話せる関係性の構築》を基盤としていた。そして、患者の【問題の絞り込み】を行うために、
《問題への気づき》を得たら《問題への気づきから確認のための情報収集》を行っていた。情報
収集では、表情やしぐさ・言葉尻などの《患者の反応をみながら得る情報》、《これまでできてい
た手技や管理方法の適切さを目で確認》、家族や多職種からも情報を得て《多方面から捉える患
者の実状》など、多様な視点や方法から行い患者の状況について情報を得てアセスメントしてい
た。さらに【高齢者で留意すべき要因への注目】をし、《身体機能低下の判断》や《認知機能低
下への気づき》、《日常生活の維持状態の推測》、《低血糖の出現状況や理解度の把握》、《経済状況
の把握》、《気力や生活の楽しみの維持の判断》を行っていた。また、【支援の方向性の検討】の
ため、《長年培われてきた考えや生活状況、人となりの理解》、《家族サポートと受け入れ状況の
判断》、《社会資源の必要性と受け入れ状況の判断》をし、必要な支援につなげていた。 
 
（3）「高齢糖尿病患者のセルフケアを支援するためのアセスメントツール」の作成と評価 
①アセスメントツールの作成 
作成したアセスメントツールは、セルフケアの取り組み程度を評価する項目と、セルフケアに
関連する要因を評価する項目で構成し合計 77 項目であった。セルフケアの取り組み程度の評価
項目は、食事療法、運動療法、薬物療法、低血糖の 4つの療養法のセルフケアを評価するための
20 項目とした。セルフケアに関連する要因の評価項目は、必要性の認識、生活への組み込み、
取り組みの成果、負担感、経済状況、身体機能、認知機能、食事準備、生活の維持状況、ソーシ
ャルサポート、孤独感、生活の楽しみの 12 要因を評価する 57 項目とした。 
セルフケアの取り組み程度のアセスメント項目では、食事療法のセルフケアにおいて、食べる
楽しみが維持されているかの評価項目を加えた。また、セルフケアに関連する要因のアセスメン
ト項目では、孤独感、生活の楽しみといった安寧を感じ自分らしく生きるというセルフケアに関
連する評価項目も加えた。 
 
②アセスメントツールの評価 
研究対象者は、外来個別相談担当の看護師 13 名、病棟看護師 2 名、大学教員 1 名の計 16 名
で、「慢性疾患看護」専門看護師 1名、「糖尿病看護」認定看護師 3名、両資格を有する者 1名で
あった。I-CVI が 0.78 未満は 9 項目（腹八分目の量を食べていますか、家計にゆとりがなく食
事の回数を減らしたことがありますか、糖尿病の治療は医師や家族にまかせればよいと思いま
すか等）であった。重複項目の指摘（自分で食事に気をつけていますかと、糖尿病の治療に積極
的に取り組もうという気持ちがありますか等）も複数あった。意見をふまえ重複項目の削除およ
び設問修正を行い、セルフケアの取り組み程度を評価する 16 項目、セルフケアに関連する要因
を評価する 38 項目の計 54 項目のアセスメントツールに改訂した。今後は、改訂したアセスメン



トツールを患者アセスメントで試用し、信頼性・妥当性を検証する必要がある。 
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